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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要
政 策 課 題 Ⅱ くらしの向上 １（１）医療の充実 所管部局 健康安全局

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額医療提供体制の包括的検討
①①①①．．．．医療提供体制医療提供体制医療提供体制医療提供体制のののの充実充実充実充実 医療提供体制検討事業【一部 県政重点課題推進枠】 ５２百万円（⑳ ５百万円）
小児小児小児小児をををを含含含含むむむむ救急医療救急医療救急医療救急医療やややや産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科・・・・周産期医療及周産期医療及周産期医療及周産期医療及びへきびへきびへきびへき地医療地医療地医療地医療のののの充実等充実等充実等充実等、、、、安心安心安心安心してしてしてして医療医療医療医療 医療、介護、福祉サービスが適切に受けられ、安心して生活できる社会を実現するため、地域医療等対
がががが受受受受けられるけられるけられるけられる体制体制体制体制のののの充実充実充実充実にににに取取取取りりりり組組組組むとともにむとともにむとともにむとともに、、、、公立病院公立病院公立病院公立病院のありのありのありのあり方方方方についてもについてもについてもについても抜本的抜本的抜本的抜本的なななな 策協議会において具体的な対策を検討し、事業を推進。また、住民参加を目的としたシンポジウムを開
検討検討検討検討をををを行行行行いますいますいますいます。。。。 催するとともに、健康・医療に関するポータルサイトの構築を検討。ナラのがん対策推進事業【県政重点課題推進枠】 ７百万円（⑳ －百万円）

〔施策展開イメージ〕 「（仮称）奈良県がん対策推進計画」に基づき、緩和ケアの充実や患者や家族等への相談支援、情報提供を推進。公立病院改革の推進医療提供体制検討事業（公立病院改革推進事業）【県政重点課題推進枠】【再掲】１４百万円（⑳ １百万円）公立病院改革推進協議会を設置し、地域の医療ニーズや民間を含む病院の医療機能の状況を踏まえ、公立病院の機能分担や連携等について検討する。病院事業費特別会計への補助金 ３，５０２百万円（⑳ ２,２８３百万円）高度医療、救急医療の確保、看護師養成等に要する経費の一部に対する補助金。県立病院経営改善事業（病院特会） ７９百万円（⑳１１百万円）経営コンサルタントのアドバイスや診療材料の購入・管理の民間委託等の実施により、県立病院における経営改善を推進。県立病院の医療機器、施設等の整備事業（病院特会） １,３６８百万円（⑳ ７７１百万円）県立病院における医療機器導入及び患者アメニティの向上のための施設整備等。公立大学法人奈良県立医科大学関係経費特会への繰出公立大学法人奈良県立医科大学運営費交付金・補助金（医大関係経費特会）１,４５７百万円（⑳ １,５８３百万円）旧奈良県立医科大学費特別会計県債元利償還金（医大関係経費特会）３,２２４百万円（⑳ ３,９４１百万円）医科大学に対し、政策医療、医師・看護師の養成等、業務運営に必要な経費の財源に充てるため、運営費交付金及び補助金を交付するとともに、独立行政法人化前に発行した県債を償還。公立大学法人奈良県立医科大学整備費貸付金（医大関係経費特会）５００百万円（⑳ ７１３百万円）医科大学における医療機器導入及び患者アメニティの向上のための施設整備等に係る資金を貸付け。へき地における診療体制の確保へき地勤務医師確保推進事業【県政重点課題推進枠】 ３百万円（⑳ －百万円）県・市町村・医科大学・へき地医療拠点病院で構成する「（仮称）へき地医療推進協議会」を設置し、へき地医療確保に向けた具体策を検討。へき地診療所医師確保支援事業（へき地診療所医師確保支援事業）【県政重点課題推進枠】１百万円（⑳ －百万円）へき地診療所勤務医の通勤のための交通費や週末に帰宅するための交通費を補助。ドクターヘリ共同利用事業（大阪府ドクターヘリ共同利用事業）【県政重点課題推進枠】３百万円（⑳ －百万円）和歌山県のドクターヘリの共同利用による県南部における救急搬送体制の確保に加え、それ以外の地域においても緊急かつ重篤な患者の迅速な搬送を行うため、大阪府のドクターヘリを共同利用。

直面する課題への対応 産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科・・・・周産期医療体制周産期医療体制周産期医療体制周産期医療体制
医療資源医療資源医療資源医療資源のののの適正配分適正配分適正配分適正配分によるによるによるによる医療機能医療機能医療機能医療機能のののの向上向上向上向上

・医療ニーズが高度化する一方、医療人材（資源）が不足している中で、適正な資源配分・連携により、十分な医療機能を提供する必要がある。・医療提供体制検討事業（地域医療等対策協議会運営等）・がん診療連携推進事業　等（主要疾病毎の医療体制整備）
医療提供体制医療提供体制医療提供体制医療提供体制のののの包括的検討包括的検討包括的検討包括的検討施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点検討方策検討方策検討方策検討方策

・医師、看護師の不足による診療機能低下・医業収益の悪化、運営自治体の負担増・医療需給等に関する調査・県立病院経営改善支援業務・患者アメニティ向上事業　等 ・へき地勤務医師の高齢化による退職、廃業・市町村単独での診療所医師の確保が困難・へき地勤務医師確保推進事業（県・市町村・医大・拠点病院が連携して医師の　確保、養成に取り組む）・自治医科大学卒業医師派遣　等
公立病院改革公立病院改革公立病院改革公立病院改革のののの推進推進推進推進 へきへきへきへき地地地地におけるにおけるにおけるにおける診療体制診療体制診療体制診療体制のののの確保確保確保確保施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策 施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策

・軽症者の二次救急や救急車利用が多い・患者の集中と医師減少による二次輪番病院の疲弊・小児救急医療支援事業　（県民啓発、小児救急電話相談の充実）・救急医療情報センター運営事業　等
救急体制救急体制救急体制救急体制のののの理解理解理解理解とととと受診誘導受診誘導受診誘導受診誘導施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策

・休日夜間診療所の体制が不十分、運営負担大・他府県に比べ救急搬送の所要時間が長い・小児救急医療支援事業（一次救急集約化支援）・小児救急医療輪番体制運営事業・ドクターヘリ共同利用事業　等
受入受入受入受入・・・・搬送体制搬送体制搬送体制搬送体制のののの整備整備整備整備施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策 提供体制の整備

住民理解の促進 ・妊娠・性に対する理解不足・妊婦健診の経済的負担・未受診妊婦の存在・妊婦健康診査支援事業・未受診妊婦対策「健やか親子育成事業」　（初回妊娠判定補助、妊娠電話相談、性教育支援等）
相談相談相談相談・・・・支援体制支援体制支援体制支援体制のののの充実充実充実充実施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策

・ＮＩＣＵの不足、県外への妊婦搬送が多い・長期入院患児の退院後支援体制が不十分・総合周産期母子医療センター運営事業・周産期医療対策事業　・地域療育支援サポート事業・産婦人科一次救急医療体制緊急整備事業　等
周産期医療体制整備周産期医療体制整備周産期医療体制整備周産期医療体制整備施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策

救急体制救急体制救急体制救急体制のののの充実充実充実充実救急医療体制救急医療体制救急医療体制救急医療体制

医療機能医療機能医療機能医療機能のののの強化強化強化強化・・・・役割分担役割分担役割分担役割分担とととと連携連携連携連携
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要
政 策 課 題 Ⅱ くらしの向上 １（１）医療の充実 所管部局 健康安全局

〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額 〔事業の概要〕救急受診に関する理解の促進と適正な受診誘導小児救急医療支援事業【県政重点課題推進枠】 ２７百万円（⑳ ５百万円）小児救急医療体制の確保に向けて、適正な受診誘導を行うため、小児救急電話相談の開設日・時間帯の拡充や小児救急についての保護者の理解促進に努めるとともに、その受け皿として中南和における小児初期救急の拠点的役割を果たす橿原市休日夜間応急診療所の運営費に対して助成。救急受入・搬送体制の整備救急医療体制支援事業【県政重点課題推進枠】 １４９百万円（⑳ －百万円）救急医療に関わる勤務医の処遇改善を行うため、休日・夜間における救急勤務に対して手当を支給する医療機関に手当支給額の一部を補助。ドクターヘリ共同利用事業（大阪府ドクターヘリ共同利用事業）【県政重点課題推進枠】 【再掲】妊娠等に関する相談・支援体制の充実妊婦健康診査支援事業（一部 ２０年度２月補正予算） ４４０百万円（⑳ －百万円）うち２月補正 ６３百万円妊婦健康診査受診料の公費負担を行う市町村に対する補助。未受診妊婦対策「健やか親子育成事業」 ５百万円（⑳７百万円）「妊娠なんでも 110 番」の設置、ＨＰによる情報提供や初回妊娠判定受診料の公費負担を行う市町村に対する補助等により、妊娠に関する相談・支援体制を充実。産婦人科・周産期医療体制の充実周産期医療対策事業【県政重点課題推進枠】 ２百万円（⑳ －百万円）ＮＩＣＵ入院患児の在院日数の短縮を図り、不足しているＮＩＣＵの効率的な運用を図るため、周産期に関わる医療関係者に対し、新生児蘇生に関する研修、退院後のケアに関する研修及び症例検討会などを実施。地域療育支援サポート事業【県政重点課題推進枠】 １百万円（⑳ －百万円）極低出生体重児や人工呼吸器装着等の高度な医療が必要な児（長期に療養が必要な児）をもつ親が在宅で安心して療育できるよう関係機関のネットワークの構築等を行い、ＮＩＣＵ等長期入院患児の退院後支援体制を充実。産科医療体制支援事業【県政重点課題推進枠】 ３８百万円（⑳ －百万円）産科医は訴訟のリスクが高く、昼夜を問わない対応を求められるなど、他の診療科に比べて負担が重く、減少傾向にある。地域でお産できる体制を維持するため、産科医に分娩手当、産婦人科後期研修医に後期研修手当を支給する医療機関に対し助成を行い、その処遇を改善。産婦人科一次救急医療体制緊急整備事業 ８３百万円（⑳７９百万円）休日・夜間に産婦人科一次救急に対応できる医療機関を確保するため、病院群輪番制及び在宅当番医制に参加する医療機関に対し、運営費を補助。
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要
政 策 課 題 Ⅱ くらしの向上 １（１）医療の充実 所管部局 健康安全局

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
②②②②．．．．医療関連人材医療関連人材医療関連人材医療関連人材のののの確保確保確保確保 医師養成の拡大と招へい・定着への取り組み
医師医師医師医師やややや看護師看護師看護師看護師などなどなどなど、、、、医療医療医療医療をををを支支支支えるえるえるえる人材人材人材人材のののの確保確保確保確保とととと定着定着定着定着のためのためのためのため、、、、県内県内県内県内でのでのでのでの就業促進就業促進就業促進就業促進やややや、、、、 医師確保修学資金貸付金 ５２百万円（⑳２８百万円）
勤務環境勤務環境勤務環境勤務環境のののの改善改善改善改善にににに取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます。。。。 県内の医師の確保が困難な地域に所在する医療機関又は医師の確保が困難な診療科（小児科・産婦人科（産科を含む）・麻酔科）において、医師としての業務に将来従事しようとする者に対し、修学資金を貸与。

〔施策展開イメージ〕 医師確保推進事業（臨床研修医等確保対策事業）【県政重点課題推進枠】 ４百万円（⑳ －百万円）臨床研修医等の確保を図るため、関連病院と連携して、魅力ある研修プログラムの策定や医学生向けの情報発信等を実施。県立病院医師確保事業（病院特会）【県政重点課題推進枠】 ６５百万円（⑳ －百万円）県立病院の医師確保のため、後期研修医の採用枠の拡大、医師事務作業補助者（医療クラーク）の設置等による処遇の改善及び研修医募集活動の強化を図る。看護師養成への支援と定着への取り組み看護師キャリアアップ等支援事業【県政重点課題推進枠】 １０百万円（⑳ －百万円）認定看護師等の資格の取得を支援することにより、県内医療機関で働くことの魅力をアピールし、看護職員の県内就業と定着の促進を図る。県立病院看護師確保事業（病院特会）【県政重点課題推進枠】 １３４百万円（⑳ －百万円）県立病院の看護師確保のため、夜間保育の実施や看護ヘルパーの増員等による処遇の改善及び募集活動の強化を図る。看護師宿舎施設設備費補助事業 ６百万円（⑳ －百万円）看護師宿舎の個室整備により、看護職員の定着促進に取り組む病院に対する補助。医療従事者の勤務環境・待遇の改善医師確保推進事業（短時間正規雇用支援事業）【県政重点課題推進枠】 １４百万円（⑳ －百万円）短時間正規雇用制度を医師が選択できる体制を整え、勤務医の過重労働を軽減し、ライフステージに応じた多様な働き方を支援することにより、県内の医師の確保が困難な地域を支援する病院又は医師の確保が困難な診療科（小児科・産婦人科（産科を含む）・麻酔科）を標榜する病院に勤務する医師の離職防止及び復職の促進を図る。医師確保推進事業（医師事務作業補助者設置支援事業）【県政重点課題推進枠】１８百万円（⑳ －百万円）医師の業務負担を軽減し、本来の診療業務に専念できる体制を整備するため、書類記載やオーダリングシステムの入力等を行う医師事務作業補助者（医療クラーク）の設置・充実を支援することにより、病院に勤務する医師の離職防止及び復職の促進を図る。病院内保育所運営費補助事業 ６５百万円（⑳４７百万円）子どもを持つ看護職員等の就労促進及び離職防止を図るため、病院内保育所の運営に要する経費を助成。

養成養成養成養成・・・・招招招招へいへいへいへい強化強化強化強化ととととモチベーションモチベーションモチベーションモチベーション向上向上向上向上やややや勤務環境勤務環境勤務環境勤務環境のののの改善改善改善改善によるによるによるによる定着定着定着定着のののの促進促進促進促進

医療提供医療提供医療提供医療提供にににに必要必要必要必要なななな人材人材人材人材のののの確保確保確保確保

・勤務が過酷な診療科を敬遠する傾向・女性医師や看護師定着のための環境が不十分・病院内保育所運営費補助事業・短時間正規雇用支援事業・医師事務作業補助者設置支援事業　等
勤務環境勤務環境勤務環境勤務環境のののの改善改善改善改善施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点対応策対応策対応策対応策

・医師不足と地域や診療科による偏在・臨床研修医の受入が少ない・県立医大入学定員の増員・医師確保修学資金等貸付　等・医師確保推進事業（ドクターバンク等）・臨床研修医等確保対策事業・県立病院医師確保事業　等
・看護師不足と高い離職率・キャリアアップに対する支援が不十分・看護師等養成所運営費補助事業・看護師等修学資金貸付事業　等・ナースセンター事業・看護職員復職応援事業・県立病院看護師確保事業　等・看護師キャリアアップ等支援事業　等

医師医師医師医師のののの確保確保確保確保・・・・定着定着定着定着 看護師看護師看護師看護師のののの確保確保確保確保・・・・定着定着定着定着施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点医師養成医師養成医師養成医師養成 施策等施策等施策等施策等のののの現状現状現状現状・・・・問題点問題点問題点問題点看護師養成看護師養成看護師養成看護師養成医師招医師招医師招医師招へいへいへいへい 就業確保就業確保就業確保就業確保モチベーションモチベーションモチベーションモチベーション向上向上向上向上


